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PS-23 ］う繊諸島の浅海域におけるplH9項に関する分類学的研究

（Iknxonomicstu町onstomatopodcnnstaceansmshallowwate応ofthel､uIWuIsI2mds）

大澤正幸OVlasayukiOsawa）

琉球大学理学部

口脚類（シャコ濁は甲殻亜門軟甲綱に所属し、採餌器官である第２顎脚（捕脚）

が大きな鎌状になることで他の甲殻亜門の分類群とは容易に区別できる。日本産のロ脚

類に関する分類学的研究は、駒井幅田）卓博士によって1908年から1938年にかけて

精力的になされた。駒井博士の研究以後、国内外の研究者によって、日本産の種に関す

る修正､新種および新記録種の報告がなされてきたが、小型種に関しては十分な検討が

行われていない｡また､琉球諸島域では種の多様性が高いと考えられるにもかかわらず、

これまでに報告されている口脚類は比較的少ない。

本研究では､琉球諸島の沿岸のサンゴ礁原および浅海より得られた標本の分類学的検

討に基づき、これまでに把握されている'j型口脚類の生物相について修正をはかった。

本研究をとおして、次の種類を確認することができた。和名のない種は、日本新記録で

ある：沖縄島､久米島､石垣島､黒島､与那国島:サンゴ礁原､潮間帯一亜潮間帯（1-2

ｍ)pmocibCOﾉﾘhpU24g/bﾉmms「oIscAL1781）フトユピシヤコモドキ、Ｇｍｏ`jbcMb伽

Ｊｍｂ７Ｄ"＆s7CzLFOIdanningl971)、GmjZZwU）qg7OJaiyanetl;1987）オキナワフトユピシヤコ、

GblmabCDﾊﾑLFCﾉiiH`力iManningl971コドモフトユピシャコ、ＧｃﾉｶjmgmTabriciuSl781）フ

トユピシヤコ、ＧＰｂ’5℃'，mIWOod-MasolL1895ニセフトユピシャコ、Ｇ”伽PococlS

l893トンガリフトユピシヤコ、Htpms9z`MkJpmｲﾉﾋﾊﾋﾞ肋MelM880）ミツヤマトジオシャ

コ､Mhszrlb‘mV5"℃ｊｍｚ戚沁Mers,1880）トゲオシヤコ、凸`ZHqsvYzMlcJmcJj`WzsMvIanning

l968)､ＲｑＤｍｂ巴'巴'“ommtJMels,1880)。種子島西､平瀬(口之島北)､奄美大島名瀬沖、

ナガンヌ島:4和6ｍ:ＧりりmciJ℃DﾙﾉUｾﾉｶﾑTmpm`jmisMmannandManningl998､Ｇ'w61TgwZmmF

ErdmannandManningl998､ＧｍｊＣｍ"as7bz心Mmningl971)､HZpms9wjﾉIlcJm6emszJPococlS

l893)。

Mhszr“T4Ui"℃iα”勉泌は、これまでにMatakea（I1ahitiの北東)、パンダ海（インドネ

シア)、北・南大東島から記録されている。本種は、尾節の後縁中央に一対の細長い突

起を持ち、この特徴により他のロ脚類から一見して区別できる。近年、マリアナ諸島、

オーストラリア、南西太平洋域において精力的なロ脚類相の研究がなされているが、

Komai(1940)が本種を北･南大東島から報告して以来の採集記録はない｡今回､久米島、
黒島、与那国島の礁池内の死サンゴの樹間より３個体を採集することができた｡Ｍ

/伽mwzihmFは潮間帯下の間隙の奥に隠れ棲む体長20ｍｍほどの小型種であり、このこ

とが今までの記録を少なくさせている要因かも知れない。

また、八重山諸島黒島の礁池内の死サンゴの樹間からは、これまでの記録が比較的少

ないＣＯ'mCiJcMb伽smZuIwDJqg7も１個体を採集することができた。本種は、日本国内で

は沖縄島の那覇からＧ・ﾉｳEmb3D"jMmningl967)として記録されている。検討した標本
の尾節背面の練数は、これまでに報告されている個体のものに比べて明らかに多かった。

しかしながらこの形態差は、本標本が大型であるための種内変異と扱った。


